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Ueber die Auskultation des Abdomens. 
Von 
Prof. Dr. Y. Soejima. 
〔Ausdem Kokura .Kinenbyoin (Prof. Dr. Y. Soejima.）〕












軒微／腹痛ア Jレコ干ア リ，部位一定セズ， 克モ腹痛ハ烈シカラザJレ鵡メ未ダ一日モ病
林ニ就キ或ハ業務テ駿セ シコ トナ ク．別段衰弱モ感ゼズ， 始メ腹痛ハ過食ノ結果ナラ






ア Jレペク．或ノ、しレ ン ト グン寸 線ニ照 シテ腸管ノ ~犬態テ透視ス Jレ ニ非ズンパ病名テ定 d








診ニヨラス‘シテ聴取シ得ルノ腸鳴ハ甚シキ腸管狭窄叉ハ嬬動充準ノ揚合ノ iナリ n 反
之聴診法テ感用ス Jレ時ノ、軽微ノ！協・音テモ殆ンド聞キ漏スコトナク． コレニヨリテ軽度
ノ病費テ鷲見シ得Jレコトアリ。師チ竜モ腸ュ病費テ認メスコ嬬動克準セザノレ揚合ニハ，






































膜炎／嬬メ腹腔内ニ護生セ Jレ毒物ノ I汲牧， ーハ腸阪Ii陣（腸麻転車ハ腹腔内ニ五更生七 Jレ毒
物ニ囚スル者ノ如シ）ノ鵠メ停滞セノレ有毒ナル腸内容ノ I汲牧， ーハ鼓腸ノ：鴎メ心臓機
能ノ器械的障害是レナリ。故ニ腸内容テ色、建ニ鴨外ユ排除ス Jレハ三大原因中ノ二大原
問テ除クモノー シテ本病ノ治療上， 有毒ナ Jレ腹腔内法l:H波ノ排除ト共ー必要且ツ有力









リ小腸ノ揚合ニ於テJ i趨用セラ Jレクベシテ． 大腸ニ在リ テハ何等ノ慣値ナキコト之
ナリ。 萱ン小腸ト火腸トノ嬬動力ニ甚シキ強弱ノ 差 アJレハ事貫ニシテ，後者ハ前者／
約 20分ノlナリトH昌導ス Jレ耳持者アJレー テモ知Jレベキナリ。 余モ亦1）、腸ノ 末端ニ作成セ











ハ腎ト誤診セラノレ 、コ ト．時ニナキニ非ずJレニテ知Jレペキナワ。l 卸チ結腸ニ布リテハ
高度ノ狭窄ア リトモ雌動ノ克準，腹痛張作，腸鳴nlミスコトナ ク， 援議上ユ於テモ亦
高度ノ狭窄ア Jレニ拘ハラス1 何等ノ腸鳴テ聴取シ得ずJレテ普通トナステ以テ聴訟法ハ
診断上牽末ノ i賃値テモ有セサ.）レモノナリ n
附記，腸疾患ニ腹部聴診テ路用セラ Jレ、人ア ＇） ＂＇＂否ヤハ余ノ知 Jレ底ε非すりレモ， 余
ハ是ニヨリテ利毎セ Jレコ ト展々ナJレテ以テ認ニ敢テ一文トセリ， 若 シ参与一トスルー
足Jレモノア ラパ幸接ナリ。 し終1
